
                                                  
                         （１／２）  

                                                    
  令和５年５月３０日 

 
病害虫発生予察情報（飛騨地域） ６月予報 

 
○主な病害虫の発生状況及び今後の予測（６月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【水 稲】葉いもち病対策の箱施薬をしていない場合は、粒剤の散布による防除を確実に実 

施しましょう。 

     田んぼを見回り、葉いもちの早期発見・早期防除に努めましょう。 

【果 樹】カメムシ類のフェロモントラップへの誘殺が、5 月４半旬に平年よりも多くあり 

ました。蒸し暑かったこと等で一時的に飛来が増加したと思われますが、今後の 

発生に注意しましょう。 

【野 菜】各品目の播種時や定植時には、アブラムシ類・ネキリムシ類・タネバエ対策を実 

施しましょう。 

１半旬 ２半旬 ３半旬 ４半旬 ５半旬 ６半旬 １半旬 ２半旬 ３半旬

イネミズゾウムシ

イネドロオイムシ

発生量：並

葉　い　も　ち

カメムシ類

ナシヒメシンクイ

発生量：やや少

ももせん孔細菌病

発生量：やや多

ネキリムシ類

発生量：やや多

アブラムシ類

発生量：並

コナガ

発生量：やや少
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防除時期の目安と発生消長の一例
防除上の注意事項等

病害虫名
発生量

発生量：
並～やや少

発生量：
並～やや多

発生量：やや多
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6月

← 定期防除 →

フェロモント
ラップの誘殺量

黄色水盤による誘殺量

← 定植・播種時粒剤散布 →

果樹園への飛来があれば

ふ化幼虫発生期

袋かけ前に実施

フェロモントラップの誘殺量

箱施薬がない場合の防除

箱施薬がない場合の防除

箱施薬がない場合の防除

本田での発生量（成虫）

本田での発生量（幼虫）

予察灯への誘殺量

発病急増期

フェロモントラップの誘殺量
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今年度から「カブラヤガ」（丹生川町は以前から調査）と「ヨトウガ」の 

フェロモントラップによる調査を実施しています。調査結果は、下表のとお 

りです。 

このほかに侵入警戒害虫である「トマトキバガ」の調査も実施しています 

が、今のところ誘殺はありません。これらの情報はホームページには掲載し 

ていませんので、地区情報にて情報提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 
 
６～８月は「農薬危害防止期間」です 

農薬の適正な使用、保管管理に努め、農薬を散布する場合は、周辺に 

栽培されている作物のみでなく、住宅地等を含めて、飛散しないよう 

十分に配慮してください。 

岐阜県病害虫防除所では、この他に病害虫の詳細な調査データを 

ホームページにて公開しています。（トップページQRコード→) 

https://www.pref.gifu.lg.jp/page/2934.html 

飛騨支所 〒506-8688 高山市上岡本町 7-468  

TEL (0577)33-1111(内線 245) FAX (0577)34-2706               

東海地方１か月予報 

（名古屋地方気象台５月２５日発表） 

向こう１か月の平均気温は平年

並か高いでしょう。 

降水量は、平年並か多く、日照時

間は平年並か少ない見込みです。  

前線や湿った空気の影響を受け

やすいため、曇りの日や雨の日が多

く、後半も平年と同様に曇りや雨の

日が多いでしょう。 

R4 R3 R2
高山 7/18 6/19 6/26
神岡 7/10 6/17 6/19
河合 6/26 7/1 6/13
荘川六厩 - 7/7 7/22
白川 6/23 7/11 6/26
萩原 6/20 7/1 6/26
金山 6/22 6/16 6/14
下呂宮地 6/20 6/29 6/19

BLASTAMによるいもち病の

好適条件出現初発日

１半旬 ２半旬 ３半旬 ４半旬 ５半旬 ６半旬 １半旬 ２半旬 ３半旬

べ　　と　　病

発生量：やや少

タネバエ

発生量：並

ケナガコナダニ

発生量：並

灰色かび病

病害虫名
発生量

防除時期の目安と発生消長の一例
防除上の注意事項等6月 7月
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発生量：
並～やや多

← １作１回は防除を実施 →

← 播種時粒剤散布 →

← 定期防除 →

定期防除

葉先枯れ発生

カブラヤガ誘殺数 ヨトウガ誘殺数


